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新年を迎えるご挨拶
NPO法人ローンボウルズ日本
会長　小田　洋之
新年あけましておめでとうございます。
2013年は政治・経済面で明るい兆しが見え始めた一方で、台風26号が伊豆大島に甚大な土石流災害をもたらしました。島の平穏と一日も早い復興を願うばかりです。その様な中で2020年東京オリンピック・パラリンピック開催決定のニュースにより日本中が喜びで湧き返り、人々に希望と夢を与えました。
我がボウルズ界にあっては第3回ジャパンオープン国際大会を全面改装なった明石公園ボウルズグリーンに海外から５つの招待チームを迎えて開催し、大会終了後には外国チームから異口同音に素晴らしい大会であったとの称賛の声が寄せられました。大会を成功裏に導くことができたのは、過去2回の国際大会で積み重ねた経験とノウハウに加え、BJが一丸となって取り組んだ結果と言ってよいでしょう。これまでに培った様々な国際大会の経験を糧に日本ボウラーの力量は年を追って向上し、海外の選抜チームに臆することなく戦えるようになったことは喜ばしい限りです。
しかし、足元に目を転ずるとBJ会員の高齢化が進み、若返りが課題となっています。ボウルズが幅広い年代層で障がい者を交えてゲームを競い合える他に類を見ない競技スポーツであることを外に向けて情報発信し、知名度向上を図るとともに組織の総力をあげて愛好者獲得に取り組むことがいま求められています。
おわりに2014年がご家族の健康とご多幸と、ボウルズジャパンの更なる発展を祈念し、
新年のご挨拶とさせていただきます。
NPO法人ローンボウルズ日本
理事長　山田　誠
　2014年は2月にソチ冬季オリンピックが開催されます。そのためテレビを中心としたマスメディアでは13年の秋以降、ソチ大会関連スポーツの扱いが日増しに大きくなってきています。特にオリンピック日本代表を決定するフィギュア・スケート日本選手権は大いに注目されました。一方フィギュア・スケートを上回らないまでも、カーリング女子日本代表の動きも大きく扱われました。ドイツで行われたオリンピック世界最終予選では、NHK-BSで全試合放送という異例の扱いで、幸いにも注目の試合を目にすることができました。日本代表である北海道銀行チームが大健闘。見事、出場8カ国の内２カ国にしか与えられないソチ行きの切符をもぎ取りました。予選では勝ち星を重ねプレイオフに進出。中でも最終出場権をかけたノルウェー戦では、劣勢から第8エンドに一挙6点という大量点を奪って大逆転し、相手が握手を求めてくるという結果に結びつけました。
　ところで、テレビで見た女子日本代表チームのいくつかの試合を通して、ローンボウルズの試合展開に大いに参考になることがありましたし、合宿取材番組を見て改めて考えさせられることがありました。スキップであるベテラン選手の経験や洞察力、そしてチームをまとめる力。同様に豊富な経験を持つサードのつなぎ役としてのサポート力、判断力。スキップとサードを信頼し、経験はまだまだ浅いがリードとセカンドの迷いなくプレイする姿等などです。すでに言い古された言葉ですが、チームワークの大切さです。このチームでは、言葉の上だけではなくさまざまな共有体験を通じて、自分たちの立場をわきまえながら互いに尊重し、チームワークを醸成する努力がなされているように見受けられました。
　以上のようなことは、トップレベルだけではなく一般に普遍化できるものと言え、私たちの共通媒体であるローンボウルズでも同様のことが求められているように思います。
　今年もBJ会員の皆様が、チームやクラブ内でのチームワークはもちろんですが、その枠を越え、会員相互に分り合える様な雰囲気を作っていっていただければと願っております。皆様にとって充実した一年でありますようお祈りしております。
2013年12月の行事、活動などの結果
（１）Aリーグカップ2013年後期大会終了
主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン　
結果：7月～12月に開催した後期大会（延べ10回開催）は12月8日をもって終了した。

最終結果は次の通りとなった。表彰式は来年1月12日に行う。
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位　魚住弘治（ALBC）     125.5点　   

2位　日下隆夫（学園都市ワイズ) 111点
3位　長島俊和（ALBC）       109点
	１位　入江和俊(ALBC)         114点
2位　宮北　茂（神戸ボウルズ） 108点
3位　南川義和(学園都市ワイズ) 96.5点


（２）SVリーグ2013年下期大会(第5,6節)

主催：BJ兵庫支部

主管：SVリーグ実行委員会（リーダー：坂本、記録：山外、会計：安部）

場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：12月4日（水）、14日（土）12:40～16:00　　　　

　　競技内容：ペアーズ戦を1日あたり2ゲーム行う。一人４球×８０分時間制。

　　結果：出場12チームによる12月14日終了時点での総合成績は次の通り。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	カナダ会
	ﾀｯﾁｬｽﾞA
	ALBC

-B 
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ
	学園　A 
	ﾀｯﾁｬｽﾞB 
	ALBC

-A
	ﾀｯﾁｬｽﾞC
	神戸ボウルズ
	中崎
	学園B
	兵庫車椅子

	勝点
	 21
	 21
	 21
	 19
	  18
	 16
	  15
	  15
	  13
	  12
	  4
	  3

	点差
	+70
	+36
	+19
	+19
	+20
	+13
	+14
	+9
	+9
	-64
	-52
	-93


（３）ローンボウルズ中崎リーグ戦(12月度) 
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：12月16日(月)　13゜～16゜

      　　場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

      結果：
	
	12月16日
	10月～12月　総合

	1位
	赤木泰二（ＬＢ中崎）
	前林典子（ＬＢ中崎）

	2位
	小野宦司（ALBC）
	藤川辰美（ALBC）

	3位
	樽井啓祐（BSC）
	赤木泰二（ＬＢ中崎）


（４）垂水健康公園合同練習会
　　　　　主催：NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
　　　　　　　　[担当委員：藤川、宮北、竹田]  

　　　　　日時：12月10日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      結果：天候不順により中止
（５）しあわせの村　6クラブ対抗戦
主催：BJ兵庫支部

主管：神戸ボウルズ、兵庫車椅子クラブ
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：12月7日（土）9:00～17:00　

競技内容：各クラブからペアーズ2チームが参加。

　　　　　1チームが一人4球×60分時間制限制ゲームを5ゲーム戦った。

結果：
	順位
	クラブ名
	成績

	1位
	日本カナダ会
	9勝1敗

	2位
	神戸タッチャーズ
	6勝2敗2分け

	3位
	神戸ボウルズ
	4勝5敗1分け、得失点差＝+10

	4位
	神戸グリーン
	4勝5敗1分け、得失点差＝-9

	5位
	学園都市ワイズ
	3勝5敗2分け

	6位
	兵庫車椅子クラブ
	1勝9敗


（６）BJ理事会開催
日時：12月15日（土）13時～17時、

場所：名古屋市八事　中京大学　０号館8階08A教室にて

出席者：小田会長、山田理事長、伊藤副理事長、児島副理事長

　　　　各理事（黒沢、松原敬、依田、奥村、倉本、合田、船引、前林、横井）
　　　　委任状提出（佐々木、林、松原忍、入江、來田の各理事）
　　　　陪席（山外神戸ﾎﾞｳﾙｽﾞ会長、小野愛知ﾎﾞｳﾙｽﾞ会長代理、森ＢＪ事務局長）

議題：１）2014年度の日本選手権大会および全日本オープン大会の計画について
　２）BJ事務局の若返り化と専門委員の活動の活性化について
３）関東地区の体制について
　　　　　　　　４）その他、連絡報告事項など
議事結果：別途配布の議事録を参照。
このうち、2014年度のＢＪ主催大会予定についてのみ、次に抜粋して記載する。

	大会名
	会場
	期日

	名古屋オープン大会（種目の詳細は追って連絡する）
	名古屋市

瑞穂運動公園
	4月13日（日）

	男女を問わないペアーズのオープン全国大会
	北海道

茨戸ＣＣ
	追って連絡（7月から9月の間の土、日の2日間）

	男子ﾍﾟｱｰｽﾞ、女子ﾍﾟｱｰｽﾞの日本選手権大会
	明石市

明石公園
	9月13日（土）、14日（日）の2日間

	男子ｼﾝｸﾞﾙｽ、女子ｼﾝｸﾞﾙｽの日本選手権大会
	立川市

昭和記念公園
	11月の土、日の2日間（土に女子、日に男子とする）

	男女を問わないトリプルズのオープン全国大会
	神戸市

しあわせの村
	10月4日（土）、5日（日）の2日間

	男1＋女１のﾐｯｸｽﾍﾟｱｰｽﾞ

のオープン全国大会
	横浜市

YC&AC
	10月19日（日）


日本選手権大会（男女シングルスおよび男女ペアーズ）のやり方は、基本的に2013年度
に準ずる。ただし、

１．参加登録費に学割制を設ける。すなわち、

　　　　　　　　　　一般人は5,000円/人、大学生は2,000円/人、高校生以下は1,000円/人
                参加登録費は地区予選会のときに徴収する、また支出の配分は参加登録数の集計を
見て決定すること等はは2013年度と同じ。

２．地区予選会は、北海道・関東地区と愛知・関西地区の2地区に分けて行う。

３．本選は地区予選を勝ち抜いた上位の少数精鋭による決選とする。具体的な出場者数は会場のキャパを勘案して決定する（オーストラリアから参加が有る場合は、特別枠を設けることは2013年度に準ずる）。

４．本選優勝者は2015年度国際選手権大会への出場優先権を与えられる、また2015年度の日本選手権大会本選にデイフェンデイング・チャンピオンとして出場権利を

　　与えられる等は2013年度に準ずる。

（７）Bowls International誌の12月号に第3回ジャパンオープン大会の記事掲載

　　　　　イギリスで発行されているローンボウルズ専門月刊雑誌であるBowls International誌の12月号に第3回ジャパンオープン大会の写真記事が掲載された（10ページに添付）。

　
2014年1月以降の計画、予定
（１）SVリーグ2013年下期大会(第7,8節)

主催：BJ兵庫支部

場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：1月8日（水）、25日（土）12:30～16:00　　　
　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×８０分時間制。
（２）Aリーグカップ2014年後期大会(第1,2節)

主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：1月12日（日）、26日（日）12:45～16:00　
参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。　　
（３）垂水健康公園合同練習会
　　　　　主催：NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
　　　　　　　　[担当委員：児島、合田（純）、竹田]  

　　　　　日時：1月14日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      内容：参加人数によりペアーズ戦またはトリプルズ戦にて3～4ゲームを行う。
　　　　　　チーム編成は、当日朝の抽選により決定する。　
（４）中崎リーグの1月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：1月6日（月）、20日（月）12:30～12:45  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
                    参加申し込みはローンボウルズ中崎　前林さんまで

会員からの投稿
チャンピオン オブ チャンピオンズ2013を戦っての報告
オーストラリア　ハーボード　ボウリングクラブ　

佐藤　正子
ニュージーランドは思った以上に寒かった。持っていった夏物衣料は着ませんでした。
宿泊したカレッジハウスは、中庭に100年の楡の木がその美しい枝を広げる、環境の良い宿舎で、我々は3階を占領し、それぞれ自室をあてがわれ、心地良くすごしました。

練習日は天気上々、風もない絶好日。しかしこれが試合に響いたとは後で知ったこと。

グリーンは超速く、19，20セコンド。最初の数球は気持ちよくディッチへ。段々馴れて、バックハンドが調子良く、この分だと試合はバックハンドで攻めれば上々と思ったのは、現実は大間違い。

試合当日は、雨と風。おまけに、グリーンも速い、しかし晴れの時とは違う。

プレイする方向も変えられ、完全にグリーンの調子を掴めないうちに終わってしまいました。残念。

2日目は晴れ。相手の南アフリカは強い相手なので、勝てるとは思いませんでしたが、試合中グリーンがよく見え、ラインもよく見えて、まさかの勝ち。

次のウエールズも私の方がドロウが良く、勝てるかなと思いましたが、ドライビングが上手なので、セキュリティーに球を、散らし過ぎたのが原因でヘッドに球が少なかったかな、と思う。もっとドライビングを恐れずに、ヘッドに球を入れておけば、ストレートに勝てたかな、と後悔。結果は1点負け。

3試合目のジンバブエはあまりドライビングをしない人なので、兎も角ヘッドに寄せました。

3日目のイスラエル戦は、ちょっとアンフェア。彼女は同じグリーンで朝、我々がやる隣りのリンクで試合しているので、ラインをすっかり会得していて、私がラインをさがしている内に第一セット終わり。第2セットは彼女のやらないナローサイドで攻め勝ち、タイブレークへ。リードしていけるかなと思ったら、1球をいれてきて、エキストラタイブレークへ。これも、ショットをいれてやったと思ったら、1球入れてきて、それを打ち出したら、ヘビーなドライビングをしてきて、方向が狂っているから大丈夫かな、と思ったら、その球が他の球にあたり、ジャックを動かして、そのジャックが彼女の球の方へ飛んで行き、ピッタリくっついて止まり、私はそれをドライビングしましたが、失敗。1点負け。イスラエルは、しぶとかった。
次のオーストラリアはカレンマーフィ。夕方で雨混じりの強風。ナロウサイドは風に押され球は入らず、片側通行。しかし、さすがに、彼女はアジャストしていました。私は、点数を広げないようにするのが、精いっぱい。もし、晴れていたら、チャンスはあったかも。

4日目、チャイナとは、エキストラタイブレークで1点負け。

私の球で固め、勝てるかなと、一瞬思いましたが、最後に死に物狂いでいれてきた1球を外すことができず、負け。彼女はいつも最後には一球いれてきました。
カナダ戦も、彼女の得意な距離を避け、私のペースにもちこみ、あわや勝つかなと思いましたが、タイブレークのセカンドエンドで、失敗、最後のエンドを彼女の得意な距離にさせてしまい、負け。

その夜は、ベッドで横になり、窓から見える星を眺めながら、明日対戦するイングランドとフィジーのことをかんがえていました。二人とも、カレンマーフィを負かした相手で、はっきり言って、私は勝算はありませんでした。ただ、今迄少し受け身の試合をしてきたので、明日は少し強い気持ちでやろうと、決めました。

当日、おかげで、フィジーにストレート勝ち、イングランドにもストレート勝ち。

イングランドの時、試合中にドライビングをした場面があり、そばで、マネージャーとして、またコーチとして、サポートしてくれた寿治にアドバイスを受けに行き、彼のサジェストで、ドライビングの角度などをおしえてもらい、そのとおりプレイして、成功しました。彼の後押しは気持ちを強くするのにとても役立ちました。

試合が終わって、後を振り返った時、1点負けが多かったので、これを反省しています。

もし勝っていたら、ひょっとして、フアイナルに行けたかもしれない。そう思うと、もっと練習して、試合の運び方、技術、そして、どんなグリーンでもすぐ対応できるように、自分を磨かなければと
思います。
皆さんの応援、そしてなにより、主人の寿治のサポートに心から感謝します。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(以上)

World Bowls Singles Champion of Champions 2013のコーチとしての参加報告
オーストラリア　ハーボード　ボウリングクラブ　

佐藤　寿治
　11月24日から12月1日まで、ニュージーランドの緑豊かなChristchurchを代表し、数々の国際
大会の舞台となっているBurnside Bowling Clubで表題の国際大会が開催されました。
これまで、筆者もプレーヤーとして国際大会を経験していますが、今回プレーヤーを支えるコーチと
して始めて参加する機会を得、自省を含め勝つ為に全力で挑んだプレーヤーの戦い振りを報告します。

　結果から見ると、男子のRussel Forsyth(RF)が７勝５敗で全体における順位が11位、女子の佐藤正子(MS)が5勝7敗で全体における順が17位ということで、際立った戦績とは言い難いかもかもしれません。しかしながら、対戦の細部を見るならば勝負の綾は深奥で、共に決勝ラウンド進出に限りなく近付くことが可能でした。コーチとして見て、それぞれターニングポイントとなった試合が2試合づつ有り、もしそれらに勝利していたら世界が一転していたやも・・・・・。
　まず、前者の場合を見るならマルタ戦とアイルランド戦。後者の場合においては、イスラエル戦と中国戦。これらの4試合とも、敗戦の主因は相手の思い掛けないボウルによりこちらの思いが無残に砕かれ、手に入るはずの勝ちを寸でのところで逃がし、逃がした魚は掛け値なしに大きかった。
“運”が勝負の帰趨を左右する哲理に直面させられ、改めて勝ち切ることの難しさを思い知ると同時に、何でこんな時にと思わず恨み言が口を衝いて出ました。確かに、全試合を通観すれば逆の立場も散見できるにしても、帳尻は明らかに損失となっています。

　RFのマルタ戦は、結果が7-8及び5-8と2セットを連続で落とし、一方的な敗戦のように見えますが、試合内容からして結果が逆になっても何の不思議もないものでした。ところが、何故かショットボウルを複数持っていても、相手の1球が直接或は他のボウルに接触してポイントを取って行く流れに翻弄される。流れを変えるべくオンショットを試みヘッドを動かしてみるも、意に反してポイントは相手に。前日の雨で再試合となったグリーン状態の大きな変化、日程の関係で通常より1時間ほど早まった試合開始等、幾つかの不利な要因を列挙することは可能であるにしても、ボウリングの名人が乗り移り別人のようなプレーのできた相手の“付き”こそが、抗い難い最大の敗因であったと確信できます。

　次のアイルランド戦は、4勝2敗の後に迎えた第7戦であり、強敵の揃った中盤の正に正念場。
ゲームは、お互いに見応えのある応酬を続けセットを分けて、3エンドで勝負を決めるタイブレイクに突入することに。ここでも双方譲らず最終エンドまで縺れ、2ショットアップで相手の最終ボウルを残すだけです。ヘッドには、ショットボウルを守るように１ｍ半程手前にブロッカーまで巧みに配置し、この陣容であれば大丈夫であろうと最後の投球を見守りました。
相手が選んだのは一か八かのドライビングショットで、肩に力が入り明らかに狙ったはずのコースを外れ、ブロッカーを目掛け突進します。旨くブロッカーに引っ掛かったと思った直後、まさかの結末が現出するとはなんたる不運。
ドライビングボウルに弾かれたブロッカーは、斜め左に飛んで左側のショットボウルに当たり、右に向きを変えてもう一方のショットボウルを目指し、なんとまあほぼ中心に当たり自らはデッドボウルに。こうして生じた間隙に割り込みウイニングショットになったのが、コースを外れ無駄玉になると思えたドライビングボウルでした。それをアシストしたのが、何とこの位置だと太鼓判を押したブロッカーであったとは。
結果は、2－3で非情な1点差負けで無念の涙を呑みました。もし、ここでの２勝が有れば９勝３敗で、決勝ラウンドでコーチの職責を果たすことが出来たと思うと残念でなりません。
　MSにとって取り上げる２試合は、本大会に合わせ急遽仕上げられた予備のグリーンで行われ、他の２面に比べペースが遅く表面の状態も芝生の根切り跡が残る状態で、練習の時から最も遣り辛いと感じていたグリーンでした。
試金石と考えていたイスラエル戦は、第７戦でありながら問題のグリーンでの初戦を反映してか、第一セットをグリーンの感覚を掴めずに落とし強い不安に捕らえられました。
ところが、第二セットが始まると一転して流れが変りほぼ一方的に取り返し、大会三度目のタイブレイクで勝負を決することに。前二回のタイブレイクは、南アフリカに5-0で勝ち、続いたウェールズ戦は1-2で惜敗ということで、３勝３敗の対戦成績と合わせ後の試合展開の推移を占うのに重要だとみていました。結果的に見て、正に想定通りの位置づけとなった試合となりました。
さて結果は、第一エンド２点を先取したものの、続く２エンドでそれぞれ１点づつ取返されて同点となりエキストラエンドにまで突入。ここでも、何とも表現に苦しむ劇的で非情な結末に巡り合う事になるとは。
相手の第三球が終わって１ダウン、追い詰められた状況に対し意を決したオンショットでジャックをトレイルして１アップ、起死回生を期す相手の最後のドライビングボウルがヘッドを外したのを見て勝てると浮かせた腰が、次の瞬間に起きた信じ難い光景を目の当たりにして凍りつきました。
何と、明後日の方向にあったボウルに当たって方向を変えたドライビングボウルにジャックが飛ばされ、再び１ダウンの奈落へ。ジャックと相手ボウルの位置関係から、ドロー系のボウルでの逆転は無理との判断で、最終ボウルでデッドエンド狙いを含めヘッドを攻める目的を達せずに万事休す。
この試合には、Byeの功罪が絡んでいるのも見逃せません。大会３日目にして始めてのグリーンでの試合がByeで無くなり、しかも隣のリンクで試合を終えた相手と戦うのは、誰にしてもハンデとなるのは明らかで、主催者側の配慮が欠けていたと言わざるを得ません。

　第10戦となった対中国戦も、セカンドセットを取り四度目のタイブレイクへ、そこでも勝負がつかずイスラエル戦に続くエキストラエンドでの決着となりました。
ここでも先取して追いつかれ、アップしていたエキストラエンドも、相手の最終ボウルでジャック手前に有ったボウルが押し込まれ、僅かの差でショットが取られ返す返すも悔やまれる敗戦でした。
難しいグリーンでの、二度に及ぶタイブレイクそしてエキストラエンドでの惜敗の流れは、残念ながら続くカナダ戦まで持ち越され、３勝7敗と負け越した戦績で最終日へ。残るは、フィジーとイングランドの勝ち辛い相手であり、粘り強く食い下がる試合をすることを念じました。

　最終日の初戦フィージー戦は、共に静かなる熱戦に終始し、結果はドロー及び一点差できっちり勝ち切ることができました。大会の最終戦となったイングランド戦は、前のフィジー戦を上回る息詰まる接戦を展開し、２セット共に１点差の僅少差でありながら振れることなくストレートで勝ちを収め、今後の苦しい試合を戦う折に芯がしっかり芽生え成長するのが楽しみです。

　二人のプレーヤーの試合を具に見て、コーチ存在の意義を再認識する共に、こちらも多くの事を学ぶことが出来ました。最後にNZでの大会に勝利するポイントを箇条書きに認めます。

ニュージーランドの芝と気候になれる
　Burnside B.C.に限らず、グリーンに使用されている芝生は、NZ固有種であり葉が非常に細かいのが特徴。このために、グリーンのペースは、オーストラリアの物に比べてもかなり早く、常に１６～１７秒をベースに考えておくこと。次に、11月の気候は、晩春といっても気温が低く、天気が崩れるときちんとした防寒衣服の備えが必要となる。この場合、BJとしてのロゴ入りジャケットの用意を考えられたい。Christchurchの場合、周辺の山から吹き降ろす風も冷たい上にかなり強い。このことは、ボウルのパフォーマンスにも大きく影響する。

先手必勝
　早いグリーンでの鉄則として、初球をきっちりジャックに寄せることが、勝利への第一歩。国際大会では、自分のボウルが外れたなら、相手のボウルは必ず寄ると考えねばならない。まず初球を寄せることで、ゲームの組み立てが楽になり、攻め方の視野が広がり精度も増し、守りに気を配る精神的ゆとりも生まれる。追い詰められてからのオンショットやドライビングショットは、失敗すると
9エンドのセットゲームではダメージが大きい。

Byeには気を付けよ

　セクション内のプレーヤー数が奇数であれば、必ずByeが生ずる。今大会の様に、一つのグリーンで連続して試合が組まれる様な場合、Byeの直後に試合を済ませた相手と対戦をするのは明らかに不利となる。今回の女子のイスラエル戦の反省から、マネージャ及びコーチは、常に試合の組み合わせに目を配り、不利となると判断されたらコントロールボディに強く変更を申し入れるべきである。
一つのゲームの勝敗は、後の結果に無視できない影響を及ぼす。

大会日程に振り回される

今大会は、天候に恵まれなかったといえるが、11月として特に異常というべき状態ではないとのこと。殊に問題となったのが。初日の第三試合が雨で途中順延とされ、2日目の試合が4試合と強行日程となった。来年以降2015年のアジアパシフィック及び2016年の世界選手権大会は、いずれも今大会と同じ11月に開催される見通しであるので、同様の強行日程への対応が避けられない。屋外の大会には、避け難いリスクである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(以上)

                                                        ＜記事の翻訳文＞

第3回ジャパンオープン国際大会が日本の明石公園ローンボウルズグリーンで開催された。 
参加チームは中国、香港、マカオ、タイ、シンガポールと、日本各地からの7チームであり、ミックス・フォアーズの競技で戦われた。
  中国チーム（ Ms. MayPoon, Miss Yu　

Xiao Yan, Mr. Ye Su Yung, Mr. Jacky 
Wong ）が優勝し、準優勝はシンガポ

ール、第3位に香港とマカオが入った。
大会は多くの方面に広報され成功裏に運営されて、日本におけるローンボウルズの地位向上に貢献した。
(写真-1) 優勝した中国チームの表彰式の夕べにおける写真。

参加した海外からの女性選手はみな、Bowls Japanの好意により進呈された和装に装っていた。

(写真-2) 参加全選手の集合写真
(写真-3) 会場となった明石公園グリーンの競技風景
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月31日（通巻第104号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：NPO法人「ローンボウルズ日本」　総務委員会
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Japan Open

THE THIRD Japan with Ms. May Poon, Miss Yu
n Open was held at Xiao Yan, Mr Ye Sui Yung and Mr
the Akashi Park Jacky Wong winning the overall
Lawn Bowls Green in Kobe. accolade.
Teams from mainland China, Singapore came runners-up
Hong Kong, Macao, Singapore, and the ‘second runners-up’ were
Thailand and seven teams from Hong Kong and Macao.
Japan competed in the mixed The event stirred a lot of local
fours competition. media attention and successfully
China won the tournament, promoted lawn bowls in Japan.

Team China are pictured here at the presentation evening. Al of the lady
howlers were dressed in Japanese kimono, courtesy of Bowls Japan.

For more bov aws visit www.bowlsinternational.com






